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活動環境

　私達は東京都市大学世田谷キャンパス10号館２階創成工房にて活動を行っております。

　創成工房には車両制作に必要な工作機械はほぼすべて揃っており、それらを用いて加工を行っております。

　お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。スポンサーの皆様、高校性の皆様、お待ちしております。

活動場所

　東京都市大学世田谷キャンパス（東急大井町線尾山台駅下車、徒歩１５分）１０号館２階創成工房

活動日

　毎週水曜日、土曜日はミーティング。その他活動日は自主性。

部員

　機械工学科４年

　機械工学科３年

　機械工学科２年

　機械工学科１年

住所

　〒１５８-８５５７　東京都世田谷区玉堤１-２８-１

　東京都市大学工学部内燃機関工学研究室内Ｆ-ＳＡＥチーム

連絡先

　Project Leader　河原達也　

　Mail : g1011033@tcu.ac.jp

　         tatsuya.kawahara.f-sae@gmail.com

これまでの活動 今後の予定

８人

６人

９人

１０人



その計測結果から、自分たちの車両は、他大学すなわち上位校に対して、高

速区間では最大 0.6 秒、低速区間では最大 1.8 秒、スラロームでは 0.7 秒の

遅れがありました。しかし、各区間の測定距離が異なるため、10ｍあたりの

遅れに揃えた結果、下図のコース中盤に存在する低速区間において、直線区

間を含めた高速区間の約 10倍の遅れが生じている事が解かりました。年々

テクニカルになるコースに対して、M2010 と M2011 のコンセプトである

「コーナー脱出速度を速くする」の性能を活かす前に、次のコーナーへの進

入動作に移らなければならず長所活かせずに走行したと判断しました。

   　　　10月29日、本学にてOBの方々への2011年度大会報 告及び

　　2012 年度プロジェクトの説明会を行いました。当日は、私たちの

プロジェクトへの更なる発展のためにOBの方々に参加していただ

きました。当日は、初めに昨年度チー

ムリーダーの横山から11年度大会についての報告があり、続いて今年度チームリーダーの河原から12 年度プロジェクトについ

ての説明というものでした。指摘をしてくださるOBの方々は、このチームの先輩であり、現場の技術者の方々であります。毎

年この報告会において、技術者目線で厳しい指摘をしてくださります。1つの物に対し、これ以上不足が無いという現場技術者

の意識を肌で感じる事が出来ました。この意識をチームメンバー全員で共有し、今後のプロジェクト運営に活かしていきたいと

思います。
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